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近はあまり言われなくなってしまったのです。
文部科学省が理論を出して現場が実践するよう
な形になっておりますが、本来はもう少し研究
者が頑張って自分の理論をつくるとか、そうい
う中で教育実践にこだわらなければいけないと
思うのです。しかし、実は理論というのは、そ
う深く堅苦しく考える必要はないわけです。実
践をするには、必ず実践者の中にその実践に対
するビジョンや構想、あるいは全体のフレーム
があるはずなのです。先生方の実践の記録を見
て、それを強く思いました。やはり先生方の思
いや願いがかなり前提にありまして、その基に
実践をされているわけです。そういう実践力と
いうのは、いったいどういうファクターで成り
立っているか、私は三つのファクターがあるよ
うに思いました。
　一つはアイデアです。ひらめきと言ってもい
いですが、つまり今の学校の中で何に、どうい
うところに着眼して実践していったらいいのか
という点です。それがある程度明確である実践
がやはり評価されています。
　例えば小学校最優秀賞の岐阜県美濃加茂市立
古井小学校・宮内先生の論文ですが、さまざま
な児童がたくさんいる中で、一人一人の子ども
に「きらり賞」をあげたという話です。１年間
に必ず全児童にきらり賞をあげるという、この
発想はとても素晴らしいと思いました。一人一
人の子どもにきらり賞をあげることと、実践者
がきらりと光るということとは別ではあるので
すが、共通していることがあります。やはり先
生方の実践の中にきらりと光るアイデアや知恵
が見られます。これはやはりいい実践をつくっ

ている一つのファクターだと思います。
　二つ目は信念です。実践者の信念を一番強く
感じたのは中学校最優秀賞の鹿児島市立甲東中
学校・原口先生の論文です。先生は中学校で理
科の授業をされたのですが、放射能や原子力の
問題を教科書に飽き足らずに、３年間を通じて
その実践をされました。私はこれにすごく信念
を感じました。信念というのは、もっと別の言
葉で言うと、教師としての意地のようなものが
ある、いい実践には意地があると思います。そ
の先生なりの、どうしてもやってみたい、やら
ないと気が済まないという気持ちがやはりいい
実践を生んでいると思います。
　三つ目は実行力です。これはどの実践も素晴
らしいものがあります。やはり教育実践という
のは机の上でいろいろ言ってもしょうがないわ
けで、実際に直面している子どもたちに何かを
訴えて、どういう手立てをして、どのように変
えていくかという活動ですから、その意味では
実行力というのはとても重要だと思いました。
先生方は厳正な非常に厳しい審査を受けて、最
優秀賞、優秀賞を獲得されたわけですが、これ
は一つの大きな成果であるわけです。
　しかし、先生方のご意思と努力もあるけれど
も、それは自分自身だけがやったものではなく
て、周りの環境、地域、学校、ほかの先生方と
の協働ででき上がったものだと考えていただけ
たらと思います。そうして培われた成果という
ものを、ぜひ周辺の先生方あるいは子どもたち
に還元していただきたいということを、非常に
強く念願しております。本日は第33回東書教育
賞受賞、おめでとうございました。
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し、授業のはじめであったり、場合によっては
地域の人たち、おじいちゃん、おばあちゃんが
来校した際、誰それさんのあの歌を聞きたいと
リクエストすると、その子どもたちが歌を歌っ
てくれるというものです。実はこれが広島のテ
レビでも放映されて、子どもたちには物怖じし
ないで自己表現できる確かな力がつき、学力向
上にも貢献したということでした。
　その論文を思い出しまして、なるほど、人は
プログラミングによって自信をつけたり、課題
を修正することで問題を乗り越えていったりし
て、自信をもつことができるということを感じ
ました。この論文を見ても、その子どもたちが
今度は自分の親に歌を贈りたいというようなこ
とにも発展しており、それが非常に印象に残っ
ております。
　２点目は、中学校で優秀賞を受賞された茂原
伸也先生の特別支援学校での理科の実践です。
これも従来からある方法ですが、ICTをどう
やって教科や授業の中に、道具として共存する
か。ICTがすべてではないことは誰でもわかっ
ていますが、使い方によって、授業が生きもす
れば死にもします。これを見事に実践されたの
が茂原先生です。
　理科は、なんと言っても実験が生徒の興味を
引くのではないでしょうか。私も高等学校で理
科教員を何年かやったことがありますが、茂原
先生がおっしゃるように、手足を動かし、表現
することの楽しさと、人と関わることの喜びを
味わうことができると考えられ、ストローロ
ケットの実験につながった。ストローで重りを
つけて、角度やおもりの位置をいろいろ変えて、
どのぐらい遠くまで飛ぶか、特別支援の子ども
たちは夢中になってそれに取り組んでいます。
これが、やがてサイエンスショーにつながって
いくわけです。
　しかし、茂原先生はふと単に楽しい、おもし
ろいだけでなく、それを伝える説明活動にもっ
ていきたいと書いています。そこに私は非常に
意味があると思いました。

　この実践では、自分でやったことは、確かに
楽しい。ストローロケットを遠くまで飛ばせる
ことに夢中になるだろう。しかしそれだけでは
単なる活動であって、本当の自分の認知、脳に
どれだけ響いて定着したのかということについ
ては、どうだろうか。やはり、実験で学んだこ
とを人に伝えていくこと、コミュニケーション
していくこと、自分はこうやったらこうなった
ということを伝えていくという説明活動を取り
入れたことで、初めて気づくのです。伝えるた
めに言葉だけでは無理だったら、動画を使う、
映像を使うわけです。そうした道具を使いなが
ら、最後はこれを広げる活動の中でSkypeを
使って、さらに広げていくという活動をされて
います。
　それはICTに限らないです。私たちは、目が
悪くなれば眼鏡をかける、腰が痛くなれば杖を
つくのと同じように、道具と共存しながら、自
分がもっている資質、能力、スキルを十分発揮
するように活動しているわけです。道具と共存
しながら子どもたちが活動するというICT活用
の素晴らしい実践として、高く評価をさせてい
ただきました。
　プログラミング教育とICTの利活用における
論文は数は少ないですが、非常に優れた報告、
論文がありましたことをお伝えさせていただき
たいと思います。
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動として、郷土料理「五平餅」づくりから観光
パンフレット作成、ソーランライブや合唱、さ
らには「苗木城址ＰＲ動画」まで自分たちで作
成するという一人一人のアイデアを総結集して
実践活動を展開しました。その反響はどうかと
いうと、見事に花開き、「たくさんの拍手！」
や「アンコール！」という声が響き渡り、今ま
で体験できなかった数多くの成果を上げること
ができました。
　生徒の中には、苗木地区の紹介を英語で紹介
したり、さらには中津川市全体の紹介まで発展
したことは、考えてもいなかった大きな喜びに
なったのではないかと思います。
　「総合的な学習の時間」を利用しての地域貢
献活動を通して、生徒一人一人に自信と誇り、
さらには将来に向かっての地域貢献できる力と
自信を身につけさせたことは大きな意義があり
ます。まさに、主題にありますように地方の「ま
ちづくり人」を育てる学校における最大の教育
的な成果であり、高く評価をしています。
　先生の学校運営構想の重要な三つのキーワー
ドの中の一つであります「苗木を愛し地域に貢
献」を総合的な学習の時間を利用して、生徒た
ちとチーム苗木中の職員が一体となって推進し
たことは、苗木事務所をはじめ地域の皆さんに
とっても子どもたちへの将来を期待する思いが
込められているのではないでしょうか。どうぞ、
多くのご苦労があると思いますが、今後とも継
続して、このような教育実践研究を続けられま
すようご期待しております。本日は、誠におめ
でとうございました。


